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である。まずカウジルによると，この図の上部に描いたように，一般に人口の基本的運動はつ4
の循環パターンをとるという（［4］）。ここでは彼の名付けた順にしたがってこれを連結してあら
わしてみた。これらのパターンのうち，循環■は，近代的循環であると考えられており，これま
でみてきた人口転換あるいはヨーロッパ的人口様式のパターンに相当するもののようである。こ
の図からみられるかぎり，循環1は，出生率が静止的で，死亡率が低下し，そしてそれがふたた
び上昇するパターンをとる。原始的循環と考えられているようであるが，あるいはあり得たかも
知れない。循環皿は，死亡率が安定している場合に起こるもので，出生率が上昇した後低下する
ことで終了する。将来循環であるという。循環IVは，出生率の上昇ではじまり，そしてそれに続
いて死亡率の上昇で終わる。このパターンは，近代的循環の終わりに起こる兆しもあるが，まだ
現実に起こったことはないという。しかし第4図にみられる先進地域がこの段階に入ることが予
想される。いずれのパターンもはじめは逓増的に，そして後に逓減的に人口が増加し，いずれも
人口増加はロジスチック曲線に沿って循環する。
　歴史的・社会的にはヨーロヅパ的人口様式の支配下にある循環■の近代的環境が，現実に確実
に実現し，そしてこれに関しては多くの確証も得られ，しかも開発途上国においてもこのヨーP
ッパ的人口様式の浸透とともに，この近代的循環過程を辿ることがうえでみたように予想される。
その後の将来に関しては，先進地域あるいは開発途上地域とも循環皿の経路を辿るかあるいは循
環］Vの経路を辿るかは誰も知らないことである。マルサスによって理論化された「増殖原理」と
「規制原理」との交互作用による　‘人口波動’の理論は，第5図の下部に描いたとおりであるが，
これは，第2図の人口曲線を滑らかにすれば，ロジスチック曲線で置き換えられるものとして描
いたものである。これはカウジルのどのパターンとも整合するものである。ここでたとえ循環皿
と循環IVとが入れ替わったとしてもこのことは妥当するであろう。
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